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2 良好な住環境を整備し、地域の活力を維持することで、地価（路線価）の維持を目標とする。

備考等

定量的指標の現況値及び目標値

4.60%ー

（R4.5月末）（H30年度当初）

定量的指標の定義及び算定式

4.60%中川地区（本町三丁目、三河町一～二丁目、朝日町一～四丁目）における居住人口（住民基本台帳）の減少率の維持（この地区の人
口減少率はH27～29年度で4.6%であり、今後４年間でも4.6%維持を目指す。）

前橋版ＣＣＲＣ事業の実施により、移住促進や定住を図り、今後予想される急激な人口減少率増加の低減を目標とする。

0 0

計画の成果目標（定量的指標）

最終目標値中間目標値当初現況値

効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

番号

1

代表地点（整備区域南側路線）の路線価の維持 51,000円

計画の目標

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 5,154 5,154 0

計画の名称

計画の期間

交付対象

前橋版ＣＣＲＣ構想・生涯活躍のまちづくり

前橋市

0

○重点配分対象の該当平成３０年度～令和３年度　（4年間）

国立社会保障・人口問題研究所の推計では前橋市の人口は急激に減少することが見込まれており、特に中川地区は市内で、最も高齢化率が高く、近年の人口減少が顕著な地区である。また、本市の医療機
能を支えてきた前橋赤十字病院が平成３０年度に移転することが決まっており、さらなる活力の低下が危惧されている。この様な地区の課題に対応するために、前橋版ＣＣＲＣ事業※の取り組みの一つと
して病院移転後の跡地で、住宅や医療・福祉・子育て施設等の都市機能充実を図り良好な住環境を創出するための基盤整備を実施する。
※前橋版ＣＣＲＣ事業とは、内閣府のまちひとしごと創生本部から提示された「日本版ＣＣＲＣ（生涯活躍のまち）」構想に基づき、前橋市が高齢化、人口減少といった社会的課題に対する取り組みの一
つであり、東京圏からの移住者と地域住民が、共に生きがいを持って、生涯にわたり活躍できる新たな地域づくりをめざし、医療・介護支援を中心とする地域の特性に応じた更なる生きがいづくりの充実
を図ることで、安心・健康・快適な生活環境の創出を目指すもの。

ー 51,000円

地域再生計画を含む流域水循環計画を含む連携中枢都市圏を含む個別施設計画を含む 国土強靭化を含む 定住自立圏を含む



H30 H31 R2 R3 R4

A16-
002

住宅 一般 前橋市 間接 民間事業者 ■

個別施設計画

― ■― 住宅市街地総合整備事
業

中川地区（共同施設整備
等）

A　基幹事業

交付
対象

直接
間接

事業
種別

事業者
市区町村名／
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

種別１ 種別２

前橋市

費用
便益比

一体的に実施することにより期待される効果

備考

基幹事業（大）
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等） 策定状況

番号
地域
種別

1,176A16-
001

住宅 一般 前橋市 直接 住宅市街地総合整備事
業

■― ― 前橋市

■

中川地区（共同施設整備
等）

前橋市 ■

―

3,978 1.21 ―

1.21■■

合計 5,154

5,154小計

住環境整備事業



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

令和４年度

前橋市ホームページに掲載

定量的指標に関する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記
述）

【中川地区における居住人口の減少率の維持】
評価値は、最終目標値を達成する結果となった。
平成30年度～令和3年度までの人口減少率は4.44%であり、最終目標値を0.16%上回っている。
住宅や商業施設をはじめ、医療・福祉・子育て施設等の都市機能を集約したエリアの整備によって良好な住環境が形成され、
指標の達成に繋がった。
【代表地点の路線価の維持】
評価値は、最終目標値を達成する結果となった。
良好な住環境の形成によって、整備エリア南側に面する路線の路線価を維持している。

事後評価の実施体制
本市市街地整備課において事後評価を実施

○事業効果の発現状況

○特記事項（今後の方針等）
本整備エリアでは、多様な都市機能を集約することに加え、本市と連携協定を締結した「ココルンサークルまえばし」という民間主体のまちづくり団体により、
CCRCのコンセプトに応じた様々な催しや、地域住民と共催のイベントなど関係人口創出・地域の魅力向上に寄与する取組みを多数展開している。今後もエリア内の
施設を活用した様々な取組みを行う予定であり、継続的な地域の活性化を目指す。



○目標の達成状況

番号
目標値／実績値
指標（略称）

目標値と実績値に差が出た要因

1

中川地区における居住人口の減少率の維持

最　終
目標値

4.60%

2

4.44%

目標を達成した。

最　終
実績値

最　終
実績値

51,000円

代表地点の路線価の維持

最　終
目標値

51,000円

目標を達成した。


